
玄
米
の
碓
井
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
日
と
の
純
拭

玄
米
の
嶺
芽
力
･,)
ゲ
イ
タ
-

ン

B

)ヾ
の
関
係

-.,(.凹

堤
率
輔

士

近

藤

萌

太

郎

岡

村

保

緒

玄
米
中
に
471.
怠
る
1
ブ

イ
-
.･
ソ
B
は
ま
,,1し
て
犬
山
雅

の中
に
存
在
し
萌
芽
の
峠
に
川
ひ
ら
ろ
1

･J
の
な
り
',二

殻
に
信
ぜ
ら
ろ
ゝ

が

故
に
､
琴

1
ゲ
イ
ぞ

､､
y
B
倉
見
は
岬
の
.S
力
即
ち
米
S
苛
芽
〃

の

き
少
,rJ藤
援

;_{
ろ
即
拙
々
係
に
あ
り
や
否
･T{
の
彬

問
を
鞍
r
ろ
紘
･!_f
然

な

り

｡よ
り
て
著
者
等
は
｡==
抑
鳩
年
に
萌
芽
力
rJ)ゲ
イ
ク
ミ
ン
B

,I)の
相
伴
に
就
き
て
定
板
し
た
り
し
も
米
収
緋
な
今

日

道
東
成
虫
の
一言
･̂

碓
芯
し
た
り
.
よ
り
て
古
き
蛾
紙
な
れ
.2
'
在
に
1
例
rJ)し
て
艶
表
せ
ん
rr)す
｡

l
､
試

料

昭
和
三
年
秋
産
S
旭
及
吉
備
地
S
現
尤
智
ば
岬
刊
他
年
三
月
迄
の
肌
に
‖
乾
し
て
玄
米
の
水
分
含
丑
を

t
二
〆
t

I
相
弔
､
及

〓
ハ
解
の

三
種
P,,な
し
た
ゎ
｡
是

等
三
種

の玄
米
を
粗
描
徐
...'前
に
各

l
斗
入

S錐
S
中
に
減
封
し
て
〓

山%
の
も
の
は
倉
庫
内
に
監
き
て
鞄
芽
･F
維

持
に
努
め
.

1
梢
%
三
二
ハ
%
.JJの
玄
米
は
明
祁
川
年
三
円
三
日
よ
り
五
月
け
H
迄
経
常
に
歳

氏
三
.<
皮
の
定
温
新
の
中
に
入
れ
LkJき
て
其



芽
力
な
早
く
減
退
せ
し
め
た
り
｡
か
く
し
て
埴
芽
乃

S

茄
る
も
の
三
強
さ
ら
･の
,F'々

作
り
て
井
ゲ
ー
タ
･･,
ン
B
舎
兄
を
比
較
せ
り
｡

二
'
苦

境

の

方

法

鞍
芽
試
食
は
常
法
に
依
れ
り
.

ブ
イ
タ
･p,
ン
B
含
鹿
の
任
験

に
は
紘
駿
削
物
rr,し
て
白
色

レ
.ク
か
ン
雄
維

用々
ひ､
二
羽
宛
を

1
群
.JJ拭
せ
り
O
試
料
p,1せ
る
玄
米
を
揃

抵
し

て白
米
を
作
り
.
そ
の
各
の
粒
中
よ
り
)～.I=川所
作
製
の
栄
旺
選
別
蹄
に
て
膝
を
選
別
し
た
り
｡
白
米
は
十
分
に
水
洗
し
て
後
日
托
し
､
白

に
て
白
米
扮
.,.な
し
た
り
｡
白
米
扮

一
〇
〇
瓦
に
射
し
ほ
を

一
･
八
五
瓦
の
割
合
に
混
合
し
た
る
も
の
を
水
に
て
碑
ね
て
髄

千
秋
',)な
し
て

飼
料
lJJ
L

I

粕
な
し
て
口
軽
:I?
制
旋
取
せ
し
め
た
む
｡
水
を
白
山
に
取
ら
し
.._1｡
鼓
私

1
円
の
食
肝
於
は
位
重

一
概
に
付
き

米
粉

1
〇
四
瓦

の
削
合
に
給
奥
し
た
り
｡

米
の
肺
の
玉

出

歩
合
を
見
る
に

一
〇
〇
瓦
の
狐
作
玄
米
に
射
し
て
約
二
'九
七
瓦
の
経
か
存
在
す
る
な
り
Q

孜
に
州
ひ
し
日
米
は
放
陀
玄

米

Jヾ同

l
硯
す
る
こ
'/)始
は
ざ
れ
.))も
便
宜
上
北
雌
玄
米
Jr}同

二
,)見
倣
し
､
白
米
粉

一
LIO
瓦
に
対
し
二
･九
七
瓦
の
随
を
輿

へ
た
る
も

の
を
鼠
(｡
玄
米

与ヾ

れ
ば
本
･LH
駿
..1
て
は
日
米

l
C
O
瓦
に
付
き
張
を
一
､八
五
瓦
給
興
せ
し
か
故
に
完
発
米
に
含
む
雌

の六
三
･六
〆
な
輿

へ
た
る
こ
Pr)な
り
｡
換
言
せ
ば
旺
に
含
む
ヴ
ィ
タ

ミ
ン
B
丑
を
ば
｣ハ
三
･
山ハ
%
に
稀
挿
し
て
輿
へ
た
ち
な
り
.

別
殿
P,)し
て
州
羽
の
鎚
な
白

米
に
て
飼
育
せ
り
｡

六
月
it
七
日
に
飼
育
々
始
め
晦
日
一
山
慨
盃
を
調
べ
又
白
米
柄
S
折
伏
日
数
及
粕
の
生
存
日
数
を
調
べ
た
り
∩

右
の
カ
扶
に
よ
り
て
米
S
薙
芽
渉
合
P,}igr米
に
含
よ
る
1
ブ
イ
タ
,･,
ン
B
E.y
rJの
柑
怖
々
附
究
せ
り
｡

玄
米
の
撃

力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Fj
と
の
関
係

六

五



N
'米
の
碓
芽
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
-j
と
の
帥
係

三
'
結

果

昭
和
四
年
五
∩
り
錐
芽
試
駿
の
紙
県
は
第

1
表
の
如
し
.

湖

-
粁

料

米

0
)

辞

端

jJ

叫 転 言口前

認

罷

～-～--.一一. ′■■-.ノ＼.一一■ヽ

一一 ト一 ト｣ ト一し.■ ト一 A吟.

ミミ Lもミ 16で もミ 訳 故 坤&

冨 ー1c c 車〉 C くさ 等 a叫%坤I



立
米
の
滋
芽
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
ぉ

と
の
鵬
係

G = 岩 ro E: = ･｡ cy3 -.ロcJl JiiG L､8 - 誓 望 法 等ii::■
言 と

0> C) O)Cl uT) Cつ 二〇 一二) CJ =. C〕 ニ t Vl (yt こ日 くフt むI CTt ⊂ T I

C;I J｣ こ〇CA> パ｣ Lや - l一 一 王= -■ ごつ くO -ヽJ _I) -1 CD Cj1 0 D

L8 -I LuItlt h〇 こ〇 'j〇 ･ニ e Cこ くこ こ二 〇 --J .,A C tD -1 こ う

三日 書目 t:: さ Il_;l 三三 .-i Tlさ さ 芋 茎f' ぎ 主 ;I. I;: ::. 三 三･:･

!I･l 岩 室 竃 冨 嘉 芸‡ 誓 書 蔓 蓋 ≡ 撃 害 芸 害 至 芸 ≡

認 諾 コ コ 誌 3 ㌶ 空 ロ 1=I 塁 コ 歪 C,ED 笥 笥 笥 宗 蓋
L3L ト〇 t:i L⊃ CO bつ Cjl 〔= こ= 二 二 二 c il トp ふ. C3一 班 亡〇 如

ーT -1 -1 -1 -1 -1 -寸 勿 O 亡} yl pLコ C･ Cつ CTj ⊂わ C1⊂つこ
∽ cD も⊃ C r-.･ こ こニ ーⅠ く〕 LD つ et = C J｡t ル･ ト〇二=: r乃

-1 -LJ Cつ く=) CJ Cつ =つ く方 く∋ =ヽ 令 Cつ Ot 弓さ くら 心1 ぐt lL71 L-3

F,D 妄 言:'. さ 33 G =, ぎ 冨 望 EI = 冨 品 苛 芸 琵 岩 石



玄
米
の
発
芽
力
と
ゲ
イ
タ
,,,
ソ
H
･L..の
鵬
係



瀬

川

緋

叫
蔀
辞

吋
ヨ
C
T
塗
付
雷
B.
L
f=
b
許

A

o' ut ー 如 tO - 等 望 SB 笥 rl>-aこⅠロロコーii ;弓

誓 藍 等 誓 己 崇 琵 琶 監 芸 米 ETSStQ.!実算吋や詩吟曽 静悼 *欝8写臼′′~~ヽaJ

要 望 書 芸 豊 等 詔 EB P 芸

# =

笠 冨 al. ご =1 ご さ き 芸 王: ち ;-0.5 %･V や識ゆき声料
ci 当 業 苦 iL宝だ 巴 O.J 竺e ト一 もつ C C. tや r一 l↓ ■一 亡○

買 冨 誓 雪 害 雪 … 買 警 買 #=5洩S*町中f.砕き紳ki

圭
栄
の
叢

芽

刀

と
ヴ
ィ
タ
ミ

ン
=

と
の
喝

休



立
米
の
苑
非

力
と
ヴ
ィ
タ
ミ

ン
日

と
の

関
係



-BI.令PE】防>EI 骨苛Aロコ遜 *芳ロ O. ー i⊃ tJ一 望 eco望 5g当 課S# 野 好 i

諾ロr S=ロ ト一く亡)'31ロコ トつCjtロコ 若草tri手書音さ三吉与主
ト⊃Lンplロ ト一JAロコ

ロコlJこせロ Crttコ 卜⊥tJDtコ

潮

臣

淋

E
)米
t=

T
藍
吋

雷
神

L
,
汁

か

諦
沸

す
.束
の
発

芽

力

と

ヴ
ィ
タ
ミ

ン

日

と
の
触
係

｢
F

-



立
米
の
諏
芽
刀
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
FG
と
の
帥
係

七
二

防戟ロコ早 粁# 帝A【コ質-令.,ilT* 磯完 ひ J> 加 tC一 望 等 誌 qtcコ 盟碓-潔Sロコ弊 Ⅱコ帝 占 一 ｡ 也⊂ロ

亡つら.ロコ ㍗CJLロコ 一ゝ Cb -㌔ -1 くわ u 中野a防潮tLCld)

⊂X)⊂コ Jゝロコ
C)t O?ro ° ._ ふ さ さ q C C.

1ヽ CJロコ き こ! 監 =J eT 冨 C)& 辞EI

-Jエコ ～-ロコ cLJ 笥 男 君 至 芸 至 芸

第
二
~
三
'
凶
表
に
よ
れ
ば
水
分

一
二
頭
の
玄
米
に
て
飼
育
し
た
る
糊
に
於
て
JT日
米
柄
6,潜
伏
日
数
及
鶴

の生
存
日
数
も
最
も

多
く
､
水

分

一
四
%
の
米
に
て
は
潜
伏
日
数
及
生
存
日
数
か
約
よ
り
少
-
~
水
分

〓
ハ
ね
の
米
に
て
は
は
日
数
が
硬
に
少
な
し
｡
白
米
に
て
飼
育
せ
る

時
は
某
日
数
段

も
少
し
O
故
に
ヴ
･1
ク
ミ
ン
出
合
丑
の
大
な
る
も
の
よ
り
順
次
に
雛
ぐ
れ
は
水
分

-1
二
〆
~
一
也
〆
~

一
六
%

の
す

米
及
･=



4
(
き
くや
J
O

/′-､
′｢

悪
女
e
増
樽
u3U
荘
tif諦
S
亡
三共
荘
S
荘
5
_=
*
･/,米
e
b
T
や
～
･
Pゝ3
加
齢
/'
G
･竃
蟹
fj
村
舟
旺
b
ト
も
†
q
I,,
･t
C3
本
額
や
無
電
や
£

'iWo
常
･t
,1
凄
J
O

.l
i
l/
=
･l
l'(
711-
T
a
)

l
h

･
-
･
茂
在
氏
公
式

｡
I
h
-
-
㌫
憲
㌃
･
･
･
･
緒
方
氏
公
式
)

入
1′
･
･
･
-
･
･
･
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
lト
ー
日
必
準
星

･W
･′
･
･
･
･
･
-
･
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
13-
n
昆
汚取
温

h
.
･
･
-
･
-
ヴ
ィ
タ
ミ
ンB柁
封
的
倣
乏
金
印
に
よ
る
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
T与放
乏
軽
の
挿
伏
日
放

I
h
･
I
･
･
･
･
-
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
ri比
駿
的
搬
乏
食
餌
に
よ
る
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
l俄
乏
症
の
滑
伏
日
数

A
旭
を
桐
ひ
た
る
卦
合

I
A
･
･
･
･
･
-
･
白
米
に
て
〔.1
日

l
tl
･
･
･
-
･
-
2
O･5
日
1
9
･･5
EI
14
･{'n

故
に
水
分
12
,90'
の
米
の
れ
Ll
'/
-

14
クo
･
･
･
}
l
'/
-

1
6
%
･
･
･
N
'/-

lヽ′し2
0
･5
I
3
.a
)

2
U.ら

ユ
工′(19
.5
-
.'3.,5)

19
.5

-l
l'し
14
･5
-
3
.5
)

14
.5

=
h
t′O
.8
;3

=
ト
l
O
.82

=
M
′O
.76

故
に
水
分
12
%
の
米
が
【'/を
l
O
O
と
し
て
他
O.)米
の
Al
ク
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
し
O

_～
/0.8.3
:
1OO
>
1
1′O
.82
:
.,I,L
∴
),.ヱ
98
.8

=
ll/O
,7
6
:
.r
∴
b･=
9
1.6

ヰ
対米
e
綜
杜
i
q
JJ
liC
t
Y
Zh
･′/ヽ
=
JJ
e
塁
審



立
米
の
竜
牙
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
U
と
の
淵
係

B

叫
惑
荘

付
記
q
汁
か
駐
中

l
a
-

･
･
二

･

･
m
瀕
一日
{

3
･
b
E]

Ih
･
･
･
･
･

･
･
･
)
9
･･5
B

1
3
･6
F
)

)
0
,5
B

薄

TTt､栄
や

)
2
,..'
q)米
q)
M
r/=

14%
･
･
･
M
,/
=

)
6
.%

･
･
･
.u
7'-

M
J()
915
-
3,5
)

)9
.

5

ノ

1､(
)3
.5
-
3
.5J

1
3
.,t｡)

M
J(
t
o

.5
-
3
･5
)

t
O
.5

"
h
t/0
.&
2

=
M
/0
.
74

=
M
J
O

.
6
7

琴

ー､
央
Jjy
1
2
,9
5

8
米
q)M
q吋
)
等

>_
L
{
fb
q)米
8

P
I
"
吋

旨
薄
T
tE
iV･1i(
8
g
r
o

ソ
r/
0
182
:

)
00=
M/O
.7

4
‥

9

;.
.TL･-
9
0
.
2

=
ツー
､O
.
6
7

:

I
:

;
.
2.-
8
t

f7

故
に
水
分

i
二
歩
り
米
に
含
む
グ
,T
タ
,･､
ン
B
令
温
々
1
〇
〇
,I)
し
て
他
の
米
を
比
較
す
れ
ば
第
五
表
の
如
し
｡

第

五

菜

ブ

イ
タ
､､､
ン
Cq
合
食
比
頂

緒
方
､
淡
水
氏
等
の
公
式
を
慣
用
し
て
治
伏
日
数
の
代
り
に
生
存
口
数
を
円
ひ
て
計
井
す
れ
ば
ゲ
イ
タ
･･,
ン
B
合
流
の
比
債
は
第
六
表
の



第

六

表

ゲ
ー
タ
,(,
ン
B
倉
並
比
慣

第

一
義
に
よ
れ
ば

水
分

〓

7解
の
Ije
紘
発
芽
力
を
完
全
に
付
す
る
-

一
川
解
及

〓
ハ
解
の
米
は
全
-
孜
芽
･刀
を
和
せ
す
o
而
し

て第五
表

に

よ
れ

経
ヴ

ィ
タ
ミ
ン
Ij
は
水
分

一
二
郎
QI.1米
に
多
-
し
て
他
に
は
少
し
く
減
少
せ
り
O
叉
等
し
-
縄
等

力
を
付

せ

ざ

る
IrJす
る
･･D
水
分
一

六

%
の
米
は
i
叩
解
の
米
に
化
し
て
プ
-
タ
ミ
ソ
8
な
多
-
失
ふ
｡

よ
り

て硬
芽
カ
を
竹
せ
る
米
は
礁
芽
力
な
失
ひ
た
ち
米
に
化
し
て
ダ
イ
タ
･･,
ン
B
を
多
-
布
す
る
こ
'')及
米
の
水
分
が
少
な
さ
畔
は
ヴ
ィ

タ
ミ
ン
P
も
比
較
的
多
-
存
在
す
る
こ
(,)を
仙
る
な
り
｡

四
､
考

察

前
述
の
約
九
よ
り
止

れ
ば
碓
井
カ
セ
完
全
に
付
せ
る
米
(,藤

井
力
.･伊
奈
-
欠
へ
る
米
p,,の
間
に
は
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
FC
合
流
の
差
異
あ
る
汝
に

哉
芽
カ
S
小
紙
は
ブ
-
ク
ミ
ン
ぉ
の
多
少
を
示
す
こ
,rJあ
れ
..i)弟
芽
力
を
粂
-
失
ふ
も
ゲ
イ
タ
･･,
ン
B
は
尚
若
干
丑
存
在
す
る
故
に
敬
芽
カ

の
全
喪
失
は
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
山
の
全
治
耗
な
示
す
も
の
に
あ
ら
ず
Q
叉
等
し
-
敬
芽
カ
を
全
-
失
ふ
･･J
水
分

一
四
%
の
米
に
比
し
て
水
分

〓
=

斗
米
の
範
芽
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
邪
と
の
関
係

七
五



玄

米
の
撃

力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
が
と
の
舶
係

解
の
米
は
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
な
多
-
消
耗
せ
り
｡

F
n】

著
粁
軒
川

か

別
の
偲
椴
に
於
て
水
分
含
髄
の
興
れ
る
玄
米
な
八
ケ
月
間
貯
粒
し
た
る
後
に
米
の
葬
芽
力
P,'ヴ
ィ
タ
ミ
ン
11

倍
q
Jあ

相
伴

な
Ld
た
る
時
も
水
分
含
丑

S
多
q
u
に
従
ひ
て
韓
芽
カ
な
減
.す
る
',,粗
略
に
ゲ
イ
ぞ
､､
ン
B
も
減
少
し
た
り
｡
さ
れ
1.7,帝
非
力
々
全
-
喪
失
す

る
も
ブ
イ
タ
･,,
ン
B
は
若

.+
丑
存
在
す
る
な
認
め
た
る
こ
'])本
懐
敬
rr)同
じ
O

＼ー
一ヽ一

又
秋
元
稔
氏
川
代

､
が

研
託
せ
し
結
果
を
見
る
も
大
要
右
,,,同
じ
｡

孜
に
考
勲
な
試
み
ん
に
米
が
律
井
す
る
に
は
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
か
要
す
る
か
故
に
憤
り
に
ブ
イ
q
,､,
y
n
が
全
-
失
は
れ
た
る
域
合
あ
り
,I)

す
れ
ば
勿
論
柚
子
は
礁
辞
せ
ざ
る
な
り
｡
故
に
ゲ
イ
タ
･,'
ン
B
pr)萌
芽
pr)は
密
接
の
幽
係
あ
り
｡

さ
れ
r7)反
対
に
米
か
発
芽
カ
を
全
-
姫
失

し
た
り
r')す
る
も
前
述
の
姐
-
同
時
に
げ
T
ク
､･
ン
B
は
全
-

滑
失
す
る
･･C
の
に
あ
ら
ず
し
て
若
干
*
存
在
す
る
な
り
｡
故
に
e
i芽
力
に
て

ヴ
ィ
タ
ミ
ン
U
の
倉
見

か
決
定
す
る
こ
fr)経
は
ざ
れ
,.I;)柄
希
同

1
6
仰
向
に
て
変
化
す
る
こ
rr)
は
確
任
な
り
｡
伽
も
米
の
市
井
力
に
駁
撃
す

ら
促
件
は
帆
畔
に
米
り
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
ぉ
に
も
影
轡

を
及

は
す
∪水
分
合
丑
が
大
に
し
て
塩
度
請
け
れ
ば
早
-
市
井
力
を
失
ふ
rJ)同
時
に
ブ
イ

メ
,,,
ン
B
も
多
-
消
耗
せ
ら
れ
'
反
別
に
米
が
乾
燥
し
て
粧
組
に
出
か
ろ
れ
ば
同
畔
に
ブ
イ
タ
,r,
ン
B
の
滑
耗
1
逸
ら
ざ
る
か
或
は
少
な
き

･も
の
な
り
O
故
に
著
者
等
が
常
に
壬
｡=E
せ
る
が
如
-
米
穀

S貯
穀
に
於
て
は
米
の
獲
芽
力
保
存
を
目
標
F')し
て
管
増
す
べ
-
､
帝
芽
力

が
完

全
に
保
甘
TTJろ
れ
ば
米
田
に
壁
化
な
q
uは
勿
論
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
の
保
存
も
全
き
も
の
pJ)1テ
ル
べ
L
O

弘
に
附
紀
す
べ
き
は
本
偲
級
に
伏
せ
し
旭
及
吉
齢
柚
は
同

山
地
~
ー声ー

一
年
度
に
塵
し
水
分
も
同
校
pJ)な
し
て
同

一
の
鬼
埋
な
な
し
た
る
も

の
な
れ
.';)井
ブ
イ
タ
･･,
ン
月

(
･=

立
に
於
て
差
熊
を
示
し
た
り

.
之
れ
は
試
扱
傑
件
の
糞
輿
に
締
す
べ
き
か
苑
は
品
欄

の葦
異
に
附
ろ
･J

のな

る
か
紘
敬
に
研
究
な

要
す
る
な
り
｡
品
種
'rJヴ
ィ
タ
,p,
ン
B
d･==.'肌
tr)の
組
博
は
後
口
の
折
発
に
保
つ
べ
き
も
の
な
り
O
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1
､
昭
和
川
年
に
玄
米
の
療
芽
〃

ミ
グ
イ
ク
ミ
ン
03_含
茄
p,)の
幽
係
に
つ
き
て
性
駿
せ
り
｡

二
､
昭
和
三
年
産
の
池
及
吉
備
給

い立
米
な
は
水
分

一
二
妬
ー

一
凶
%
及

1
人ハ
〆
,,)な
し
て
､
水
分

〓

tr解
の
米
は
食

芽

力
な
完
全
に
有

し
､

rL
凶
%
､

l
六
%
の
米
は
之
を
砧
氏
三
九
度
に
正
き
て
昭
和
凶
年
五
月
に
は
錐
芽
力

な
全
-
矢
は
し
め
た
O
JO

三
､
健
芽
力
を
完
全
に
有
せ
る
米
.(一碓
井
力
を
仝
-
失
ひ
LLろ
米
ヾ
.な
比
較
す
れ
ば
顔
井
T･,TTな

和
せ
る
米
は
額
芽
TU
を
失
ひ
た
ろ
米
に

比
し

て
ゲ
イ
ク
､,､
ン
B
を
多
く
G
す
｡

四
､
亜
芽
わ
を
全

-
失
ふ
･J
ゲ
イ
ク
･,,
ン
B
は
締
拝
せ
し
､
水
分
S
多
き
米
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
含
虻
は
少
-
1
水
分
小
な
き
米
に
ゲ
イ

ぞ
1

ン
B

妊
比
棟
的
に
多
し
｡

克
､
米

S帝
芽
力

に
て
ゲ
イ
ク
ミ
ン
月

並

な
決
定
す
る
こ
./)椎

は
ざ
れ
,2'郎
者
は
1

'I
の
傾
向
に

て鍵
化
す
｡
即
ち
坪
井
力
に
及
緑
す
駐

中

紘
同
時
に
ゲ
イ
ク
･,,
ン
C3
に
J
滋
柵
甘す
o

#
,米
の
券
芽
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
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の
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係
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テ
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民
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和
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潤
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岡
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(
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損
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ヴ
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二
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八
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⊥
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ン
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日
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